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令
和
六
年
七
月
三
一
日
（
水
）・
八
月
一
日
（
木
）
に
開

催
さ
れ
た
第
六
六
回
全
国
公
立
学
校
教
頭
会
全
国
大

会
・
高
知
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
登
壇
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
次
に
示
す
登
壇
者
の
皆
さ
ん
と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

私
に
と
っ
て
も
実
り
多
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
高
知
県
小
中
学
校

教
頭
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
大
会
運
営
に
従
事
さ
れ
た
皆
様
、
参
加

者
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

当
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
子
供
と
教
職
員
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
る
チ
ー
ム
学
校
づ
く
り
」
で
あ
り
、
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
と
チ
ー
ム
学
校
と
い
う
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
下
で
議
論

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
い
う
キ

ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
執
筆
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
　�

教
育
振
興
基
本
計
画
に
お
け
る
教
育
を
通
じ
た
日
本
社

会
に
根
差
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上�

　

各
学
校
の
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
か
ら
、
各
学
校
で
学
校

の
内
外
環
境
を
分
析
し
、
方
針
を
決
め
て
実
施
し
、
進
捗
を
管
理
し

状
況
に
応
じ
て
見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
各
学
校
の
方
針
策
定
の
参
照
枠
組
み
の
一
つ
に
、
教
育

振
興
基
本
計
画
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
教
育
基
本
法
に
示
さ
れ
た

理
念
の
実
現
と
、
我
が
国
の
教
育
振
興
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
・

計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
同
法
第
一
七
条
第
一
項
に
基
づ
き
政

府
と
し
て
策
定
す
る
計
画
で
す
。
現
在
の
教
育
振
興
基
本
計
画
は
、

令
和
五
年
度
～
九
年
度
の
五
か
年
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
振
興
基
本
計
画
で
は
、
次
期
計
画

の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、「
二
〇
四
〇
年
以

降
の
社
会
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
社
会

の
創
り
手
の
育
成
」
に
加
え
「
日
本
社
会
に
根
差
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
向
上
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
教
育
振
興
基
本
計
画
で
は
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
い
う
言
葉
が
四
五
か
所
に
お
い
て
使
わ
れ
て

お
り
、
極
め
て
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

教
育
振
興
基
本
計
画
で
は
、「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
身
体

的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
良
い
状
態
に
あ
る
こ
と
を
い
い
、
短
期
的

な
幸
福
の
み
な
ら
ず
、
生
き
が
い
や
人
生
の
意
義
な
ど
将
来
に
わ
た

る
持
続
的
な
幸
福
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
個
人
の
み
な
ら

ず
、
個
人
を
取
り
巻
く
場
や
地
域
、
社
会
が
持
続
的
に
良
い
状
態
で

あ
る
こ
と
を
含
む
包
括
的
な
概
念
で
あ
る
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
教
育
振
興
基
本
計
画
は
、
個
人
の
み
な
ら
ず
、
個

人
を
取
り
巻
く
場
や
地
域
、
社
会
が
持
続
的
に
良
い
状
態
の
こ
と
を

「
日
本
社
会
に
根
差
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

教
育
振
興
基
本
計
画
で
は
、
例
え
ば
部
活
動
で
勝
利
を
収
め
た
、
受

験
に
合
格
し
た
と
い
っ
た
「
個
人
が
獲
得
・
達
成
す
る
能
力
や
状
態

に
基
づ
く
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
獲
得
的
要
素
）」
を
重
視
す
る

「
獲
得
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
と
、
部
活
や
ク
ラ
ス
で
一
緒
に
頑

張
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
、
先
生
方
が
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
の

っ
て
く
れ
た
と
い
っ
た
「
人
と
の
つ
な
が
り
・
関
係
性
に
基
づ
く
要

素
（
協
調
的
要
素
）」
を
重
視
す
る
「
協
調
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」

を
区
分
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
獲
得

的
要
素
と
協
調
的
要
素
を
調
和
的
・
一
体
的
に
育
む
日
本
発
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
を
目
指
す
」
と
い
う
方
向
性
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
「
日
本
社
会
に
根
差
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」

は
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
学
校
が
目
指
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
教
職

員
に
と
っ
て
も
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
定
義
の
下
で
、
教
育
振
興
基

本
計
画
は
、「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
と
は
、
多
様
な
個
人
そ

れ
ぞ
れ
が
幸
せ
や
生
き
が
い
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
地
域
や
社
会
が

幸
せ
や
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
と
な
る
こ
と
で
あ
り
、
教
育
を

通
じ
て
日
本
社
会
に
根
差
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
、「
教
育
を
通
じ
た
日
本

社
会
に
根
差
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
教
育
振
興
基
本
計
画
は
、「
子
供
た
ち
一
人
一
人
が
幸

福
や
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
学
び
を
保
護
者
や
地
域
の
人
々
と
と

も
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
、
学
校
に
携
わ
る
人
々
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
が
高
ま
り
、
そ
の
広
が
り
が
一
人
一
人
の
子
供
や
地
域
を
支

え
、
更
に
は
時
代
を
超
え
て
循
環
し
て
い
く
と
い
う
在
り
方
が
求
め

ら
れ
る
」
と
の
述
べ
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
「
循
環
」
と
い
う
考

え
方
も
示
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
社
会
教
育
の
世
界

で
は
広
ま
っ
て
い
る
考
え
方
で
す
が
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
文
脈

で
言
及
さ
れ
た
こ
と
に
意
義
が
見
い
だ
さ
れ
ま
す
。

二
　�

子
供
た
ち
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
土
台
と
し
て
の
教

師
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ�

　

教
育
振
興
基
本
計
画
で
は
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
実
現
さ
れ
る

社
会
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
一
人
一
人
が
担
い
手
と
な
っ
て
創
っ

て
い
く
も
の
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
教
師
の
果
た

す
役
割
に
は
特
別
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
点
で
、
教
育
振

興
基
本
計
画
の
新
し
さ
の
一
つ
に
子
供
た
ち
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

の
土
台
と
し
て
教
師
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
い
う
考
え
方
が
あ
り

ま
す
。
教
育
振
興
基
本
計
画
は
、「
子
供
た
ち
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
を
高
め
る
た
め
に
は
、
教
師
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
確
保
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
学
校
が
教
師
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め

る
場
と
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
考
え
方
は
既
に
令
和
三
年
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
教
育
再
生
実
行

会
議
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
期
に
お
け
る
新
た
な
学
び
の
在
り
方
に
つ
い

て
（
第
十
二
次
提
言
）」
で
も
、「
働
き
方
改
革
を
通
じ
て
教
師
自
身

の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
や
教
職
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
ま
す
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど

子
供
た
ち
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
土
台
と
し
て
教
師
の
ウ
ェ
ル
ビ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

�

露
口
健
司
氏
（
愛
媛
大
学
大
学
院
教
授
）

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト　
　
　

�

藤
原
文
雄
氏
（
国
立
教
育
政
策
研
究
所

初
等
中
等
教
育
研
究
部
長
）

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト　
　
　

�

田
村
千
賀
氏
（
株
式
会
社
千
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
カ
ン
パ
ニ
ー
代
表
取
締
役
）

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト　
　
　

�

谷
智
子
氏
（
高
知
市
教
育
委
員
会
教
育

委
員
）

新たな教育振興 
基本計画【概要】

副
校
長
・
教
頭
の�

�
�

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

―
子
供
た
ち
と
教
職
員
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
の
土
台
と
し
て

積
極
的
に
議
論
を
―

【
連
　
載
】
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ー
イ
ン
グ
と
い
う
考
え
方
を
強
く
打
ち
出
し
た
の
は
教
育
振
興
基
本

計
画
が
初
め
て
で
す
。
そ
れ
以
降
、
次
に
示
す
と
お
り
、
各
種
の
答

申
で
も
教
師
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

教
育
振
興
基
本
計
画
で
は
、「
子
供
の
成
長
実
感
や
保
護
者
や
地

域
と
の
信
頼
関
係
が
あ
り
、
職
場
の
心
理
的
安
全
性
が
保
た
れ
、
労

働
環
境
な
ど
が
良
い
状
態
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
」
と
述

べ
て
、
教
師
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
る
条
件
に
つ
い
て
も
言

及
し
て
い
ま
す
。
子
供
の
成
長
を
語
り
合
う
職
員
室
づ
く
り
、
保
護

者
や
地
域
と
の
信
頼
関
係
づ
く
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
発
言
や
行
動

が
で
き
る
心
理
的
安
全
性
の
確
保
、
働
き
方
改
革
の
推
進
な
ど
「
職

員
室
の
担
任
」
と
言
わ
れ
る
副
校
長
・
教
頭
に
で
き
る
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
そ
う
で
す
。

三
　�

子
供
た
ち
と
教
職
員
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
土
台
と

し
て
の
副
校
長
・
教
頭
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ�

　

校
長
や
副
校
長
・
教
頭
な
ど
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
を
積
極
的
に
推
進
す
る
学
校
文
化
を
築
く
上
で
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
学
校
文
化
を
築
く
上
で
は
、
ス
ク
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
が
自
己
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
、
学
校
文
化
の

モ
デ
ル
に
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
何
よ
り
も
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー

ダ
ー
は
、
他
の
教
職
員
と
同
様
に
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
享
受
す
る

権
利
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
傾
向
は
校
長
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
が
、
特
に
、
副
校

長
・
教
頭
は
保
護
者
対
応
や
長
時
間
勤
務
と
い
う
厳
し
い
環
境
下
で

働
い
て
お
り
、
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
が
損
な
わ

れ
る
危
機
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
表
に
示
す

と
お
り
、
全
て
の
職
種

に
お
い
て
在
校
等
時
間

が
減
少
し
た
も
の
の
、

依
然
と
し
て
長
時
間
勤

務
の
教
師
が
多
い
状
況

に
あ
る
中
、
副
校
長
・

教
頭
の
在
校
等
時
間
は

特
段
に
長
い
結
果
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
も
、
着
目
す
べ

き
は
、
校
長
よ
り
も
副

校
長
・
教
頭
の
在
校
等

時
間
が
長
い
こ
と
で

す
。
諸
外
国
に
お
い
て

も
、
校
長
を
補
佐
す
る
副
校
長
・
教
頭
に
相
当
す
る
職
は
置
か
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
の
よ
う
に
副
校
長
・
教
頭
の
在
校
等
時
間

が
校
長
よ
り
も
突
出
し
て
長
い
国
は
管
見
す
る
限
り
見
当
り
ま
せ

ん
。
教
職
員
の
勤
務
実
態
調
査
を
詳
細
に
行
っ
た
時
期
の
イ
ギ
リ
ス

の
デ
ー
タ
を
確
認
し
て
も
、
副
校
長
よ
り
も
校
長
の
方
が
勤
務
時
間

は
長
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す（
藤
原
、二
〇
一
八
）。現
在
の
副
校
長・

教
頭
の
働
き
方
は
諸
外
国
か
ら
見
て
も
一
般
的
で
は
な
い
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
副
校
長
・
教
頭
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
、
労
働
環

境
だ
け
で
な
く
、
子
供
や
教
職
員
の
成
長
実
感
、
職
場
の
人
間
関

係
、
保
護
者
や
地
域
と
の
信
頼
関
係
な
ど
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
ま

す
。
長
時
間
勤
務
だ
け
に
目
を
向
け
る
と
副
校
長
・
教
頭
は
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
職
の
よ
う
に
語
ら
れ
ま
す
が
、
学
校
全
体
を
見
渡
す
副
校

長
・
教
頭
だ
か
ら
こ
そ
困
っ
て
い
る
子
供
や
教
職
員
の
支
援
が
で
き

る
な
ど
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
快
感
」
が
味
わ
え
る
働
き
が
い
に
満
ち

た
職
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
副
校
長
・
教
頭
自
身
が
「
働
き
が

い
」
を
高
め
る
と
と
も
に
長
時
間
勤
務
を
是
正
し
、「
働
き
や
す
い
」

職
に
し
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
教
育
行
政
や

校
長
、
副
校
長
・
教
頭
自
身
、
保
護
者
や
地
域
住
民
が
協
力
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

教
育
行
政
の
立
場
か
ら
は
、
副
校
長
・
教
頭
を
補
佐
す
る
主
幹
教

諭
の
配
置
促
進
、
副
校
長
・
教
頭
に
と
っ
て
負
担
の
重
い
事
務
業
務

を
事
務
職
員
に
移
行
す
る
こ
と
を
見
越
し
た
事
務
職
員
の
職
務
規
定

の
見
直
し
な
ど
の
取
組
や
、
副
校
長
・
教
頭
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
員

の
配
置
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
副
校
長
・
教

頭
は
「
長
時
間
勤
務
が
当
た
り
前
」
と
い
う
文
化
を
変
え
て
い
く
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。
こ
う
し
た
文
化
変
革
を
進
め
て
い
く
た
め
、
令

和
六
年
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
「『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』
を

担
う
質
の
高
い
教
師
の
確
保
の
た
め
の
環
境
整
備
に
関
す
る
総
合
的

な
方
策
に
つ
い
て
（
答
申
）」
で
は
、
働
き
方
改
革
の
校
長
の
育
成

指
標
へ
の
反
映
及
び
、
学
校
運
営
協
議
会
や
総
合
教
育
会
議
で
の
積

極
的
に
議
題
化
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

　

副
校
長
・
教
頭
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
い
て
議
題
に
す
る
こ

と
を
臆
す
る
こ
と
な
く
、
子
供
た
ち
と
教
師
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

の
土
台
と
し
て
議
論
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
教
員
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ

い
て
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て
下
さ
っ
た
露
口
健

司
先
生
の
書
籍
が
お
勧
め
で
す
。

★
「
教
師
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
支
え
る
文
化
の
構
築
に
向

け
て
学
校
と
と
も
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
教
師
が
本
来
の
業

務
に
専
念
出
来
る
環
境
づ
く
り
を
図
る
。
こ
れ
に
は
、
少
人
数

学
級
の
推
進
や
教
師
が
担
う
業
務
の
適
正
化
、
処
遇
を
含
む
働

き
や
す
い
労
働
条
件
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
・
地
域
・
地
方

の
事
情
に
応
じ
て
含
ま
れ
得
る
。」（
文
部
科
学
省
に
よ
る
仮
訳
）

（
Ｇ
７
富
山
・
金
沢
教
育
大
臣
会
合
の
成
果
文
書
、
令
和
五
年
）

★
「
教
師
の
こ
れ
ま
で
の
働
き
方
を
見
直
し
、
長
時
間
勤
務
の

是
正
を
図
る
こ
と
で
、
教
師
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

日
々
の
生
活
の
質
や
教
職
人
生
を
豊
か
に
す
る
な
ど
教
師
の
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。」（
中

央
教
育
審
議
会
「『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』
を
担
う
質
の
高

い
教
師
の
確
保
の
た
め
の
環
境
整
備
に
関
す
る
総
合
的
な
方
策

に
つ
い
て
～
全
て
の
子
供
た
ち
へ
の
よ
り
よ
い
教
育
の
実
現
を

目
指
し
た
、
学
び
の
専
門
職
と
し
て
の
教
師
の
「
働
き
や
す
さ
」

と
「
働
き
が
い
」
の
両
立
に
向
け
て
～
（
答
申
）」（
令
和
六
年
）

表　教師の1日当たりの在校等時間（10・11月）

小学校 中学校

2022年 2016年 2006年 2022年 2016年 2006年

校長 10：23 10：37 10：11 10：10 10：37 10：19

副校長・教頭 11：45 12：12 11：23 11：42 12：06 11：45

教諭 10：45 11：15 10：32 11：01 11：32 11：00

※�在校等時間とは、在校時間（休憩時間及び勤務時間外に自発的に行う自己研
さん等の時間を除く。）に、職務として行う研修や児童生徒の引率等の職務
に従事している校外での時間（休憩時間を除く。）を加えた時間をいう。

（出典）各年度の文部科学省「勤務実態調査」

露口健司「教員のウ
ェルビーイングを高
める学校の「働きやす
さ・働きがい」改革」

仕
事
部
屋

副
校
長
・
教
頭
の

藤原 文雄
（国立教育政策研究所初
等中等教育研究部長、
（併）教育政策・評価研
究部長、（命）教育デー
タサイエンスセンター特
別補佐）


